
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

律（リツ）

ソロリティ

ロマネスク

タナトス

16

幸福

10

煉獄

11
歌

花壇

振袖

食料難

疑心

殺意

父親へのお守り

どんな由来があるのかもわからないけど一つだけ歌を覚えている。

花の世話をする。きれいな花が咲くように。あの花壇はいまどうなっているだろう。

「まだ妹達が生まれる前のことだった。 　母が着物の虫干しをしている時に見つけたのだ。 　それは綺麗な振袖。君は母に「これは何？」と聞くと、母は嬉しそうに「母さんが若い頃に着たお振袖だよ」と教えてくれた。 　君はこれが欲しくて母にそれをねだった。でも、母はお前にはまだ早いと言って君を窘める。 それでも君はどうしても振袖が欲しくて床に転がって駄々を捏ねたっけ。 すると母は呆れつつも「お前が年頃になったらあげるよ」と言ってくれたのだ。 私は今、この振袖が似合う年頃なのだろうか…？」

「最近雨が続く。雨の日は嫌いだ。洗濯物も乾かないし、食物も育たないし、いいことなんてありゃしない。　ここは昔から雨が多いところだからもう慣れたけど、それでも雨の日はうんざりだ。　そうやって窓辺でブーたれていたら背後からパタパタと足音が聞こえた。「ちょっといい？」そう言ってひょっこりと母が顔を出す。　どうしたの？お母さん。そう言うと母は困った顔で「食料が心許ない」と言った。　そう言えばもうお米が残ってなかったっけ…？困ったなぁ。「とりあえずお隣さんに食料を分けてもらおうと思ってるんだけど、一緒に来てくれない？」　そう言う母に君は素直に返事をして立ち上がった。　ご近所さんもこの雨続きで作物が取れずに苦しんでいるらしい。　嗚呼、本当に嫌な雨だ──早く止まないだろうか」

「母の姿が見えない。何処に行ったのだろう。　もう食料がない。このままだと全員飢え死にしてしまう。　君は母を探す。お母さん、何処？そう言いながら家中をウロウロする。しかし、母の姿は何処にもない。　ならば離れにいるのだろう。君は離れへと向かった。　離れにある物置の中から物音がする。やはり母はここにいたのか。　お母さん。君は母を呼びながら戸を開けた。　すると、中には母がいた。暗くてよく見えないが何かしているのがわかる。　しかし、君は同時に気付く。何だこの臭いは。嗅いだことのない不愉快な臭いに思わず顔を顰める。　すると、母はこちらに気付いたようで君の方を向いた。「あぁ、何だお姉ちゃんか。どうしたの？」　まるで何事もなかったかのように母はいつも通りの笑顔で語りかける。だから、君も思わずいつも通りに話しかけた。　──こんなところで何してるの？ すると母はニコリと微笑みながら言う。「ご近所さんからお肉を頂いたから捌いていたのよ。血抜きをしなくちゃいけなかったから…お台所ではできなくて。ごめんね」　いつも通りの笑顔で謝る母。いつもの風景。しかし、君はそれがいやに不気味に思えた。　だが、それ以上追求する勇気もなく、君は何事もなかったかのように「そうか」と返した」

「鼓膜を刺激する轟音。これは雷鳴か──否、これは雷鳴ではない。では、一体何？　そうだ、これは私の声。私の声が金切り声を上げているのだ。　何故？自分の事なのにまるで他人事。自分の事のはずなのに対岸の火事のようで。　私は感情のままに怒鳴り散らしている。一体誰に？　私の目の前には母がいる。一体なぜ？　私は母を突き飛ばして彼女を罵倒している。どうしてこんなことを？「あんたはそれでも母親か！！母親なら、娘の死を悼んでやれよ！！！」　涙を流しながら私は叫ぶ。　母は──なんて言ったのだろう。ただ押し問答になっていたのは覚えている。　やがて埒が明かないと思ったのか、それとも我慢ならないことを言われたのかはわからない。　私は側にあった肉切り包丁で思いっきり母の腹を刺したのだ」

「君は立ち尽くしていた。今この場にいるのは一番上の妹と、血塗れの自分。　そして、床に横たわる母と真ん中の妹。　真ん中の妹の首には痛々しいほどの真っ赤な痕があり、母の腹部からは真っ赤な血が流れ続けている。　先程まで激昂していた頭が急激に冷えた。まるで真冬のように全身が肌寒い。　君の手は震え、物を持つことさえ叶わない。包丁は君の手から離れ、血の海に落ちて行った。「お姉ちゃん」　上の妹が声を掛ける。そんな目で私を見ないで。　今すぐこの場から逃げたい。叫びながらここではない何処か遠くへ行きたい。　そう思った瞬間、人の気配を感じた。自分でも妹でもないもう一人。「…何や、これは」　それは長年見なかった父の姿だった。　久しく会う父の姿を見た二人は幼子のように父親に駆け寄った。　そして、今まであった事を全て父に話した。父は到底信じられないって顔をしていたけど、この現状を見て信じざるを得なかった。　もう嫌だ。嫌だよお父さん。　私はお父さんが帰って来るまで頑張った。妹達の世話もしたし、いい子でいたよ。　でも、もう無理だ。もう堪えられないよ。そう言いながら君は泣き喚く。　それを見た父は唇を噛み締め、絞り出すように言った。「──そうか。お姉ちゃん頑張ってんなぁ…ホンマにお前はいいお姉ちゃんや。　妹達の世話もちゃんとして、ホンマに偉かったなぁ…」　そう言いながら父は君の頭を撫でる。妹達が生まれる前、まだ幼かった頃を思い出す。「こんなに頑張ったんや。もう疲れたやろ？ほな、少し休んだらええ。　大丈夫や、妹達もお姉ちゃんもオカンもオトンも、家族皆一緒や。なーんも怖い事なんかあらへん」　父の手が少しずつ君の頭から離れていく。　「ホンマに…早ぅ戻ってやれんで…済まんなぁ…」　そう言いながら父は君の首に手を掛ける。　最期に君が見たのは涙でぐちゃぐちゃになった父の顔だった」
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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数多の手管
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最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

肉弾攻撃1

支援1

移動1

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1（最低0）

なし

なし

移動1

移動1

妨害1

小さな指輪

母の振袖

行動値+1

自身がダメージを与えた際、白兵・肉弾ダメージ+1

白兵2+切断（相手は切断判定修正-2)

行動値＋1

ダメージを与えた際、白兵・肉弾＋１

腕のみ防御+1,白兵肉弾ダメージ+1

支援2か妨害2
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